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The development of drugs is hand-in-hand with our society. 
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薬のベスナリノン [K チャネル遮断＋ホスホジエステラーゼ（PDE）3 阻害のハイブリ
ッド薬]5)、ピモベンダン [Ca 感受性増強＋PDE3 阻害のハイブリッド薬]6,7)、デノパミ
ン [選択的β1 アドレナリン受容体部分作動薬]8)、④β3 アドレナリン受容体刺激薬 [抗
肥満薬、過活動膀胱治療薬（加えて冷え症治療薬の可能性がある）]9)、そして⑤オキシ







































soluble ST2 (心臓リモデリングを反映する炎症ストレス; encoded by the IL1RL1 gene)、
hs-cTnT: high-sensitivity cardiac troponin T (心筋壊死) 、NT-proBNP: N-terminal 





コンドリア病の新規治療薬のmitochonic acid (MA)-5が治験に入ろうとし 15)、一次繊毛
の短縮と細胞周期制御に関わる分子機序の研究に基づき、細胞分化・分裂調節の新薬も
視野に入ってきています 16)。これらの進歩を原著論文ばかりでなくだれもがダウンロー
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